
 

 

 

 

 
  
 
 
 

日本語を話す仲間と 日本語で学ぶ土曜日（10/18） 
久しぶりに、日本語を話す仲間と日本語で学

ぶ子どもたちの様子をご紹介します。これまで

も、教師の話を聞いて理解する「インプット」

ばかりの授業ではなく、子どもたちが「アウト

プット」をする場面がある授業をどの

学級でも目指しているとお伝えしてき

ました。 

ＬＩ校中等部の数学の授業では、比

例・反比例の利用を学習していました。

電子レンジで食品を温めるときの時間

の目安が、出力１５００Ｗで３０秒の

場合、出力が６００Ｗだったら何分何

秒温めればよいか。一人の生徒がホワ

イトボードを使って説明しています。

別の生徒からその説明に対して質問があり、説明者が

それに答えるといった場面がありました。説明する生

徒も質問する生

徒も、この問題

についての理解

を深めていることがわかりました。 

Ｗ校の数学の授業では相似な図形について学習して

いました。モニターを使って説明する生徒に全員が注目

しています。教師が一方的に説明するだけでなく、子ど

もたちどうしのやりとりがある授業。このような場面が

増えていくことを願っています。 

日本語を話す仲間と 日本語で学ぶ補習校 

 

 

 

令和 7年（2025年）１０月２３日  第２５号  校長 小島 昇 

補習校協
ニューヨーク 

補習授業校 

学校だより 

入園・入学説明会 
令和 8 年度 4 月入園・入学をお考えのご家庭を対象に、説明会を

開催します。W校は10月 25日、ＬＩ校は11月 1日です。詳細

は学校ホームページをご確認ください。お知り合いの方への情報提供

にご協力をお願いいたします。 


